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▲最終日、演習の集大成となるオーラルプレゼンテーションを終えて

▲演習と課題に追われる合間にもなんとか時間を捻出して大学周辺を散策
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▲必死に課題に取り組みつつ、順番にSulewski先生から個人指導を受ける学生たち。右から二人目が和田さん

早稲田大学理工学術院は2014年度から、5年一貫制博士課程として先進理工学研究科に先進理工学

専攻を設置します。本専攻では物理、化学、生命科学、電気・電子にまたがる横断的な教育研究を実施

します。複数の

課題が複雑に絡

むエネルギー問

題など、グロー

バルイシューの

解決に資する力

を身につけ、科

学技術に関する

卓越した専門能

力、国際的な舞

台でリーダーと

して活躍できる

広い視野と実行

力をもった博士

人材を育成して

いきます。本件につい

ては、読売新聞（3月22日付）、毎日

新聞（7月5日付）、日刊工業新聞（7月5日付）で紹

介されました。

本専攻は従来の学術考究型の大学院教育とも、高度専門人材育成のた

めの専門職大学院教育とも異なる高度産業人材を育成する、いわば「第三の大学院教

育」のモデルとなる専攻であり、修士課程と博士後期課程に区分しない一貫制ならではの充実した

履修・研究計画を立てることが可能です。1年間を4学期に分けるクォーター制を導入することで、企業インター

ンシップ、海外研究機関との共同研究実習なども3 ヶ月ずつテンポ良く履修できるほか、1学年15名という少

人数制によって課題設定解決演習など対話型教育を取り入れた特色ある科目が並びます。これらのコースワー

クや、学生自身の専門を基に世界で競いながら展開するラボワークは、産学協働と海外大学連携によってグロー

バル環境の中、実施することができます。2年次から3年次への進級の前に実施するQualifying Examination

（QE）、欧米副査を交えた世界水準を担保した学位審査によって修了者の質を保証、博士（理学）あるいは博士（工

学）の学位を授与し、主として産業界に送り出します。　
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6月4日（火）、経済産業省の菅原一秀副大臣が政務で来校され、

プログラム担当者である逢坂哲彌教授と林泰弘教授が関わる系統

連系蓄電池システムやスーパードライルーム（デューポイント＝

空気が液化する温度：−95度で世界トップクラス）を基盤とする

リチウムイオン二次電池作製評価施設を見学されました。

また、6月26日（水）、本プログラム学生が林泰弘教授のEMS

（Energy Management System）新宿実証センターを訪問しま

した。国際標準規格を用いたデマンドレスポンスによる次世代エ

ネルギーマネジメント技術や、再生可能エネルギー電源の導入を

促進するための次世代電圧制御技術の研究開発などが20社以上

の企業との協働により推進されています。

これらも含めて、世界レベルの研究環境が本プログラム参加学

生の教育にも活用され、新たな挑戦の場となります。

6月11日（火）、連携機関であるJX日鉱日石

エネルギー（株）常務執行役員・研究開発本部長

（当時）、岡崎肇客員教授の特別講義「早大リー

ディング大学院1期生・2期生の皆さんへ：基

礎のない人に 個性は出ない」を実施しました。

講義後半には、選抜した学生からの研究プレ

ゼンテーションに対し、岡崎先生が助言する

機会も得ました。

本プログラムでは、定期的に国内外のトッ

プレベル研究者や企業CTO等を招聘し、学生

との意見交流の場を設けています。
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8月3日（土）から10日（土）までの8日間、ミシガン実践的英語演

習に参加しました。世界トップクラスと評されるミシガン大学のテ

クニカルコミュニケーション教育を受け、英語論文など研究発表の

ノウハウを得る非常に貴重な機会となりました。また、毎日の濃密

な演習の合間をぬってウェルカムパーティやピクニックなど現地学

生との交流もあり、アメリカ文化やミシガン大学の雰囲気を満喫す

るとともに、生きた英語・考え方を学ぶこともできました。

演習はR. DiGiovanni先生の講義とJ. Fishstrom先生、R. Sulewski

先生によるマンツーマンの指導によって構成されています。講義

で習った内容を踏まえて作成した論文の添削をマンツーマンで受

けることにより、効果的に学ぶことができます。篠田義明早大名

誉教授による日本での2回の事前講義と現地でのサポートもあり、

日本人ならではの視点から実用英語の注意点などについても学ぶ

ことができました。

講義では論理構成を中心に英語論文・ポスター発表・プレゼン

テーションのノウハウを学びました。英語論文の執筆は研究成果

を発表する上での強力な手段となっています。しかし日本語と英

語とでは文法や語彙が大きく異なるためか、私は英語論文を執筆

する構成の段階から大きな困難を感じていました。本講義では、

ネイティブの論理構成法を実際の英語論文を参考にしながら学

ぶことができました。さらに例えば、This work is significant 

becauseやFuture research should includeなど、主張を切り

出す前の「ワンクッション」として便利な言い回し、具体的なコツ

についても教えていただき大変参考になりました。また、先生方

のオープニング・クロージング挨

拶や質疑の中からも、ポスター発

表やプレゼンテーションに活用で

きるネイティブならではの言い回

しを学ぶことができました。

マンツーマン指導では、初めは

先生の言葉を聞き、理解するだけ

で精一杯でしたが、指導してくだ

さる先生方が大変気さくな方で、

どんな小さな質問にも丁寧に対応

いただきました。次第に自分から

も意見を出せるようになり、充実

した指導を受けることができたと

実感しています。また単純な文法

面だけでなく、ネイティブの視点

から不自然と感じる表現も添削し

ていただけました。これらを通し

て、自分の弱点や曖昧にしていた部分を明らかにし、論理や言い

回しに対する課題意識を持つことができました。

ミシガンで学んだ論理と生きた英語は、論文執筆に限らず研究活

動や国際交流の様々な場面で通用するものだと確信しております。

ミシガン実践的英語演習� 2期生�和田義史

和田義史　2013年早稲田大学先進理工学部 物理学科卒業。現在、先進理
工学研究科 物理学及応用物理学専攻修士課程 1年。竹延大志研究室にて
有機・ナノ材料による超低消費電力素子の実現に向けた物性研究を推進し
ている。

2014年4月
先進理工学専攻を設置
科学技術に卓越した高度産業人材を育成

研究施設探訪

"一流"の考え方を知るために

●�第5回：5月24日（金）
� 先進理工学研究科�電気・情報生命専攻
� 石山敦士�教授
� 「超伝導の次世代エネルギー分野への応用」

●�第6回：6月28日（金）

� Case�Western�Reserve大学

� 石田初男�教授
� 「If�I�Can�Repeat�My�Life,�
� �Would�I�Go�Abroad�Again?�
� �Absolutely!!」

●�第7回：7月12日（金）

� （独）物質・材料研究機構

� 魚崎浩平�フェロー
� 「イオン、溶媒から固液界面まで
� �－45年の彷徨と出会い」

エナジー・ネクスト コロキウム

●� �松田翔風さん（1期生）がThe�11th�
International� Conference�
on�Ferrites（ICF11）に お い て
ICF11�Yamazaki�Yohtaro�Me�
morial�Student�Awardを受賞
しました。

●� �田中克明さん（2期生）のアイデア
が活かされた環境調査向け移動
ロボットが、日本経済産業新聞
に掲載されました。
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